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この巻
かん

では「住む」をテーマにしています。

　日本では「木でつくられた家」に住んできた歴
れき

史
し

があり、西洋では「石で

つくられた家」に住んできた歴
れき

史
し

があります。

　家に入るとき、日本では当
とう

然
ぜん

のように靴
くつ

を脱
ぬ

ぎますが、西洋では靴
くつ

をは

いたままの人が少なくありません。

　衣
い

類
るい

などを収
しゅう

納
のう

するとき、日本では引き出しを使う「箪
たん

笥
す

」を用
もち

いてい

ましたが、西洋では服を吊
つ

るす収
しゅう

納
のう

の「クローゼット」を使います。

　なぜこういったちがいが、生まれたのでしょうか。

　この本では、こういった日本と西洋の「住む」ことに関するちがいを10

個
こ

紹
しょう

介
かい

しています。

　自分のこと、自分の国のことは、普
ふ

通
つう

だと思いがちです。でもこうやっ

てくらべてみることで、どちらにも個
こ

性
せい

があり、どちらも特
とく

別
べつ

で、どちらに

も独
どく

自
じ

の背
はい

景
けい

があることがわかるはずです。

　日本は、明治維
い

新
しん

、そして太平洋戦
せん

争
そう

の敗
はい

戦
せん

といった契
けい

機
き

を経
へ

て、く

らしが大きく西洋化しました。日本ならではの文化というものも、年々、

減
へ

ってきています。ただ、日本らしい衣
い

食
しょく

住
じゅう

が生まれた背
はい

景
けい

には、この国

がもつ四
し

季
き

や自然環
かん

境
きょう

などが大きく関
かか

わっています。いわば必
ひつ

然
ぜん

として

日本らしい衣
い

食
しょく

住
じゅう

は生まれてきたのです。

　この本が、日本らしい衣
い

食
しょく

住
じゅう

に気づき、そのよさに気づくきっかけにな

りますよう。また西洋、そしてこの本で紹
しょう

介
かい

しきれなかった多くの諸
しょ

外
がい

国
こく

にも、日本と同じように独
どく

自
じ

の文化があることに気づくきっかけになって

くれたら嬉
うれ

しく思います。

岡
おか

部
べ

 敬
たか

史
し

は じ め に
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　日本人は旧
きゅう

石
せっ

器
き

時代には、もう木の家に住んで

いたと考えられています。もちろんはじめは、倒
たお

れ

ていた木を岩などに立てかけてつくるなどした簡
かん

素
そ

な家でしたが、やはりその材料は木でした。現
げん

在
ざい

も、日本の森林面
めん

積
せき

は、国土全体のおよそ３分の２

ですから、身近に木がたくさんあったのです。

　日本で木の建
けん

築
ちく

が大きく発
はっ

展
てん

したのは、飛
あすか

鳥時代のこと。仏
ぶっ

教
きょう

が

伝
でん

来
らい

した後、朝
ちょう

鮮
せん

半島にあった百
くだら

済という国から寺院建
けん

築
ちく

の専門

技
ぎ

術
じゅつ

者が日本に来ます。このとき日本の政治を司
つかさど

っていた厩
うまやどの

戸皇
おう

子
じ

（聖
しょう

徳
とく

太
たい

子
し

）が、この職
しょく

人
にん

に寺院をつくらせたことが契
けい

機
き

になり、

日本の建
けん

築
ちく

技
ぎ

術
じゅつ

は発
はっ

展
てん

していきます。

　なお厩
うまやどの

戸皇
おう

子
じ

（聖
しょう

徳
とく

太
たい

子
し

）がつくらせた奈良県の法
ほう

隆
りゅう

寺
じ

は、現
げん

存
ぞん

する最古の木
もく

造
ぞう

建
けん

築
ちく

です。

　木の家のよさは、木が湿
しっ

気
け

を吸
きゅう

収
しゅう

したり吐
は

き出したりしてくれるので、家の中が夏は涼
すず

しく、

冬は暖
あたた

かいことです。また木は石などの建
けん

材
ざい

にくらべて軽く柔
じゅう

軟
なん

性
せい

があるので、地
じ

震
しん

が多い地
ち

域
いき

にも向いています。まさに日本の風土に合った素
そ

材
ざい

です。

　ただ、そんな木の家にも弱点はあります。その最たるものが火
か

災
さい

です。江戸時代、最
さい

盛
せい

期
き

の江

戸の街
まち

には100万人を超
こ

える人が木で

つくられた家に住んでいたわけです

が、一度、どこかで火
か

災
さい

が起こると、そ

の火は次々と燃
も

え広がり、たびたび大

きな被
ひ

害
がい

を出しました。明
めい

暦
れき

３年（1657

年）に起こった「明
めい

暦
れき

の大火」では、火

が2日間にわたって燃
も

え続け、江戸の街
まち

のおよそ６割
わり

が焼
しょう

失
しつ

し、10万人を超
こ

え

る人が亡
な

くなったと伝
つた

えられています。

木の家と石の家
　日本では長年、家を木でつくってきました。一方、西洋では石でつくった家に住んでいま

した。こういったちがいが生まれた理由のひとつは、その材料の入手しやすさです。日本に

は良
りょう

質
しつ

な木が豊
ほう

富
ふ

にあったのに対して、西洋には良
りょう

質
しつ

な石が身近にあったのです。また地
じ

震
しん

が起こりやすいか否
いな

かも要
よう

因
いん

のひとつです。日本と西洋の家の素
そ

材
ざい

を見てみましょう。

　良
りょう

質
しつ

な木材が身近にあったこと、また夏の気温が高いことから、日本
人は木を材料とした家に住んできました。木を使った建

けん

築
ちく

技
ぎ

術
じゅつ

が大きく
発
はっ

展
てん

したのは、飛
あ す か

鳥時代のこと。大陸からの技
ぎ

術
じゅつ

者
し ゃ

集
しゅう

団
だん

を重
ちょう

用
よう

した厩
う ま や ど の

戸
皇
おう

子
じ

(聖
しょう

徳
とく

太
たい

子
し

）は、法
ほう

隆
りゅう

寺
じ

など重要な木
もく

造
ぞう

建
けん

築
ちく

物
ぶつ

を今に残
のこ

しています。

木の家

木木
もくもく

造造
ぞうぞう

建建
けんけん

築築
ＲちくＲちく

のの街街
まちまち

並並
なな

みみ
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　日本が木で家をつくってきたように、西洋では石で家をつくってきた歴
れき

史
し

があります。とりわ

けギリシャやイタリアなど地
ち

中
ちゅう

海
かい

性
せい

気
き

候
こう

の土地には、石
せっ

灰
かい

岩
がん

という加工しやすい石が豊
ほう

富
ふ

にあ

り、石で家をつくる技
ぎ

術
じゅつ

が発
はっ

展
てん

しました。

　石でつくった家には、西洋の気
き

候
こう

に合った利
り

点
てん

がいろいろあります。

　まず、太陽の熱
ねつ

を蓄
たくわ

えられること。日本にくらべると気温が低
ひく

いところの多いヨーロッパで

は、熱
ねつ

を保
たも

ってくれる家の方が適
てき

しています。

　次に、内部に柱が不
ふ

要
よう

なこと。西洋には木が不
ふ

足
そく

しているところもありますが、石やレンガで

頑
がん

丈
じょう

な壁
かべ

をつくれば、木の柱はなくても家をつ

くることができます。

　木より劣
れっ

化
か

しにくく火
か

災
さい

に強いことも大きな

利
り

点
てん

です。ヨーロッパには、数百年も前からの

街
まち

並
な

みが残
のこ

る都市が多々ありますが、これは家

が石でつくられているからです。日本の木
もく

造
ぞう

家
か

屋
おく

の多くは、年を経
へ

るごとにその価
か

値
ち

は下がり

ますが、石の家には、年を経
へ

ることで価
か

値
ち

が上がる家がたくさんあります。そんな家々が今で

もたくさん残
のこ

っている街
まち

並
な

みは、ヨーロッパの観光名所にもなっています。スイスのベルンは、

1405年に起こった大
だい

火
か

災
さい

の後につくられた家々が残
のこ

り、中世の街
まち

並
な

みを今でも見ることができ

ます。他にもエストニアのタリンや、チェコのプ

ラハ、イタリアのアマルフィなど、古い街
まち

並
な

みは

多数あります。日本は、寺院建
けん

築
ちく

などに古いもの

が残
のこ

っていますが、街
まち

全体、それも数百年たった

家々が今に残
のこ

ることは稀
まれ

です。

　ただ、石の家は崩
くず

れたときに大きな被
ひ

害
がい

を出

すため、地
じ

震
しん

が多発する地
ち

域
いき

には不
ふ

向
む

きです。

　日本の家が木でつくられていたのに対して、西洋の家は石でつくられて
きました。石の家は、日中に太陽から受けた熱

ねつ

を蓄
たくわ

えやすいことや、劣
れっ

化
か

し
にくいこと、火

か

災
さい

に強いことなどの利
り

点
てん

があります。ヨーロッパには数多く
の古い街

まち

並
な

みが残
のこ

っていますが、それは家が石でつくられているからです。

石の家

　火事が多かった江戸の町には「町
まち

火
び

消
けし

」と呼
よ

ばれる、今の消
しょう

防
ぼう

団
だん

のような組
そ

織
しき

があり、１万人ほどの人が働
はたら

いていたとされます。消

火道具には、竜
りゅう

吐
ど

水
すい

という水を吐
は

き出すポンプのようなものもあ

りましたが、水道が未発達であったため、水だけで火事を消し止

めることは困
こん

難
なん

。そこで役立ったのが、刺
さす

又
また

や鳶
とび

口
ぐち

と呼
よ

ばれる長

い棒
ぼう

の先に金具がついた道具で、これで木の家々を壊
こわ

し、火がそ

の先に燃
も

え移
うつ

ることを防
ふせ

いだのです。こういった消火活動は「破
は

壊
かい

消
しょう

防
ぼう

」と呼
よ

ばれ、江戸時代の消火活動の基
き

本
ほん

になっていました。

江戸時代の「破
は

壊
かい

消
しょう

防
ぼう

」とは

スイス ベルンスイス ベルン

纏
まといまとい

竜竜
りゅうりゅう

吐吐
どど

水水
すいすい

石石
いしいし

づくりのづくりの街街
まちまち

並並
なな

みみ


